
 

 

 

 7 月１１日（木）日本乳業協会の方をお招きし、「わ

くわく ドキドキ ミルク教室」を実施しました。成長期

の骨にはカルシウムが必要なことを学び、理想的な骨を

得るために望ましい生活習慣について考えました。最後

にジャムラテづくりを体験し、味の変化を感じました。 

 

 

 7 月 1７日（水）に一斉下校を行いました。地区ごと

に登校班での安全な登校の仕方について確認しました。

また、いつもお世話になっている地域の見守りボランテ

ィアの方に、6年生代表児童が、事故なく過ごすことが

できているなどについて感謝の気持ちを作文に表し、伝

えました。見守りボランティアの皆様、いつもありがと

うございます。 

 

 本校は今年度「幸手市教育委員会委嘱学力向上研究校

（国語科）」「埼玉県道徳教育研究推進モデル校」「生き

る力を育む食育指導モデル校」として、子供達の力を育

むための教職員研修を進めています。1学期には外部か

らの指導者を招いての授業研究会を複数回開催しまし

た。夏季休業中も外部講師を招いて、道徳授業の基本的

な組み立て方等についての研修会を実施しました。2 学

期以降、子供達に還元していきます。 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日 曜 行事予定 

26 月 2 学期始業式・3 時間授業・一斉下校 

27 火 3 時間授業・学力向上週間Ⅱ① 

28 水 3 時間事業・学力向上週間Ⅱ② 

29 木 4 時間授業・給食開始・学力向上週間Ⅱ③ 

30 金 ４時間事業・学力向上週間Ⅱ④ 

31 土  

１ 日  

２ 月 
学力向上週間Ⅱ⑤・教育実習開始(～27 日)  
発育測定 6 年 

３ 火 
夢をはぐくむ講演会（日本サッカー協会）5 年  
発育測定 1 年・幸手中職場体験① 

４ 水 
修学旅行説明会・幸手中職場体験② 
発育測定 2 年、こすもす 

５ 木 発育測定 3 年・委員会活動 

６ 金  

７ 土  

８ 日  

９ 月 稲刈り体験 5 年・発育測定 4 年 

10 火 
安全点検・衛生検査・発育測定５年 
PTA 運営委員会 

11 水 
授業公開日（１、３、５年） 
カルビースナックスクール 4 年 

12 木 授業公開日（２、４、６年、こすもす）・クラブ活動 

13 金 いのちの授業 6 年 

14 土  

15 日  

16 月 敬老の日 

17 火  

18 水  

19 木 とくの日・クラブ活動・学校保健委員会 

20 金 第 2 回学校運営協議会・教育相談日 

21 土  

22 日 秋分の日 

23 月 振替休日 

24 火  

25 水 校内絵画展公開日 

26 木 校内絵画展公開日・クラブ活動 

27 金 校内絵画展公開日 

28 土  

29 日  

30 月 親子除草クリーンタイム 

 学校では 係や当番、委員会活動を進んでできるよう指導します。 

進んで仕事を 

しよう 

 

家庭では 家庭での仕事が進んでできるように役割を持たせてください。 

地域では 顔見知りの児童とあいさつを交わしてください。(年間目標) 

幸手市立さくら小学校 

児 童 数  ４ ０ ２ 名 

令和６年度  ８・９月号 
さくら小 HP 

①学校公開日のお知らせ 
9月 11日（水）１～２校時…1、3、5年 
9月 12日（木）１～２校時…2、4、6年、こすもす 
１～２校時（8:30～10:10）の間のご都合のつく
時間でご参観ください。 

②親子除草クリーンタイムのお知らせ 
 9月 30日（月）13:00～13:30 
 今年度はお昼の時間帯になります。ご協力お願い
いたします。 

お
知
ら
せ
と
お
願
い 

自分の中に熱いものを・・・ 

校長 岸 千里 

夏休み期間が終わり、子供たちの声が学校にもどってきました。１６日間にわたり熱い戦いが繰

り広げられたパリオリンピック、７時間という時差がありましたが、子供たちも含め、大接戦や選

手の熱い思いに感動を覚えた方も多いのではないでしょうか。（パラリンピックは２８日からです

ので、学校は始まりますが、体調に気を付けながら観戦してほしいです。） 

 また、「熱い」ではなく、尋常でない「暑さ」を感じた“夏”でもありました。それに加え、局

地的な大雨や雷、台風。またメールも配信しましたが、南海トラフ地震の臨時情報を含む全国各地

での地震など、災害に対する考え方を見直すようなこともありました。 

 ここ数年、「急激な社会の変化」という文言を耳にすることも多く、また使用することも多いで

すが、本当に「変化」を感じます。私の住んでいる地域は急激に「梨棚」が減っています。雹の被

害、生産者の高齢化、収穫時期の暑さ…いろいろな条件が重なっているとは思います。学校の教育

活動についても「感染症」の影響も多大にありましたが、ここ１０年の変化は、特に目覚ましいで

す。そんな急激な変化の中でも学校は、不易と流行を見極め、時代にあったことを実践していくこ

とが大切だと思っています。子供たちにも「何を考え、どのように行動するか」決められたことを

言われたとおりにやる力も必要ですが、それ以上に「なぜ」を自分に問いかけながら自分で課題を

解決できるようにしていくことが必要だと思います。大人が見通しをもって支援していくことは必

要ですが、子供たちより先回りして、困らないように失敗しないようにするのではなく、失敗した

理由や躓いた理由を「考える力」をつけていくことが大事なのではないでしょうか。転んでも（物

理的なものだけでなく）自力で立ち上がる力、自立する力を育むことをしていきたいと思います。 

 「ダム」に魅せられ、好きが高じて見学ツアーガイドに任命された小学校４年生の児童が、先日

テレビに出ていました。何か夢中なものを見つけられると自ら調べたり、考えたりするのでしょ

う。ダムに関する書籍は大半が大人向けのものだそうですが、読みたいという思いの方が大きく自

ら調べて読んでいるようでした。生き生きと観光客に魅力を語っている姿は、小学生ながら立派で

した。幼少期の大谷翔平さんもゲームもやる子でしたが、「野球」の方が夢中になれるものだった

ようです。イチロー選手も過去に、夢中になれるものがあると壁を乗り換える力がつくと語ってい

ます。 

 今日から始まる２学期、運動会や２０周年記念式典、絵画展など多くの行事があります。そんな

中、子供たちが夢中になれるもの、自分の中に熱くなれるもの（子供だけでなく大人もですが）に

出会えると、またであっている人は極めていけることを願います。今学期もよろしくお願いいたし

ます。 


